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 令和５年度の鳴北中学校の重点となる取組は次の３つです。 

令和４年度に取り組んだ、生徒の素直で優しい面を生かしつつ積極性を高めることを継続し、生徒が主

体的・対話的に学び、活動する場、生徒自身が自分の考えと他の生徒の考えを比較検証し、自分の考えを

練り深める場を、学校の教育活動全体で意図的に作ることに取り組みます。 

そのために、生徒・家庭、地域、学校がチーム鳴北として、協働する体制を整えます。 

 

１ 学力を伸ばす・高める 

  鳴北中全体としての学力は高い状態にあり、町全体でのリーディング・スキル育成によって小学校の 

国語力、特に話し合う力が高まり、班での話し合いでは活発な意見交換ができる状況です。 

そうした状況を踏まえ、鳴北中では次の２つの方策を軸に、学力を伸ばし、高めます。 

①生徒が当事者として主体的・対話的に取り組み、理解を深める授業の実施 

②ICT 活用により、CBT やＡＩドリル、学習ｅポータルを効果的に活用し、自

分の力を正しく把握し、自らが必要とする学習に取り組む、「個別最適な学

び」を調整する「自己調整学習力」の育成 

  

２ ふるさと・キャリア教育の実施 

  人口減少と若者の流失は、長崎県全体の課題であり、これからの長崎を支える人材育成が急務となっ 

ています。人口が大きく減っていない時津町においても、将来を見据えるとふるさと教育を行う必要が

あります。また、高校を選ぶ進路学習ではなく、社会の中での自分らしい生き方を考え、地域の一員と

して積極的に関わる力を培うキャリア学習が重要であることから、ふるさと教育とキャリア教育の融

合を進め、その推進を図ります。 

 また、本校は令和 3 年度からコミュニティ・スクールとして、「鳴北に誇りを持ち、ふるさと時津の 

未来を切り拓く生徒の育成」の目標を掲げ、総合でのふるさと・キャリア学習を中心に、地域や家庭と 

の協働を進めています。そして、生徒・家庭・地域と育成すべき生徒像を共有し、時津町を愛し、支え 

る力を持つ人材育成に取り組みます。 

以上のことから、鳴北中では次の３つの方策を軸に、ふるさと・キャリア教育を推進します。 

①総合を柱にした 3 年間を見通した地域・家庭と連携したふるさと・キャリア 

教育の実施 

②各教科でのふるさと・キャリア教育を意識した授業の実施 

③CS、地域との協働による総合の充実と小中連携の推進 

 

３ 生徒が主体的に活動できる場の設定 

  生徒は素直で優しく、まじめに何事にも取り組むことができます。一方で、自らの考えで行動するこ 

 とが少なく、自分から積極性に動く力が弱いという課題を生徒自身が意識し、生徒会を中心に主体的 

に取り組むことが増えてきました。こうした意識をさらに高めるため、生徒が 

主体的に活動できる場面を、教育活動全般で増やします。 

①生徒会活動の充実、部活動や生徒心得・制服のあり方等の見直しや充実 

②教科や道徳科、学活、総合で生徒が積極的に意見交換を行う場の設定、交流 

学習、オンライン交流学習の実施 


